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江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳

像
イ
メ
ー
ジ

の
変
遷
に
つ
い
て
（
下
―
八
）
―
文
政
以
後
〈
一
〉
― 
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術
教
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座
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美
術
史
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承 
 

前 

  

尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
～
一
七
一
六
）
に
つ
い
て
語
る
場
合
、
現
在
で
は
「
琳
派
」
の
絵
師

と
し
て
取
り
上
げ
る
の
が
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
光
琳
在
世
当
時
、
「
琳
派
」
と
い
う
流

派
が
存
在
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
「
琳
派
（
尾
形
流
）
」
を
代
表
す
る
絵
師
と
し
て
光
琳
を

位
置
づ
け
た
の
は
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
～
一
八
二
八
）
が
初
め
て
で
、
光
琳
が
没
し
て
お
よ

そ
百
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
冬
に
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）
』

を
版
行
し
た
抱
一
は
、
光
琳
百
年
忌
に
あ
た
る
同
十
二
年
六
月
に
改
訂
版
に
あ
た
る
『
尾
形
流

略
印
譜
』
一
冊
を
上
梓
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
抱
一
以
前
か
ら
諸
書
に
お
い
て
光
琳
に
つ

い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
前
稿
ま
で
、
抱
一
の
著
作
も
含
め
た
江
戸
時
代
の
文
献
を
通
し
て
窺

え
る
光
琳
に
対
す
る
認
識
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
の
変
遷
に

つ
い
て
た
ど
っ
て
き
た
。 

 

特
に
前
稿
で
は
、
『
尾
形
流
略
印
譜
』
諸
本
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て
一
定
の
結
論
を
示
す

と
と
も
に
、
文
化
十
二
年
に
略
印
譜
が
上
梓
さ
れ
て
以
降
に
示
さ
れ
た
光
琳
像
に
つ
い
て
考
察

を
始
め
た
。
本
稿
で
検
討
を
続
け
る
こ
と
と
し
た
い
。 

  
 

一
一
、
『
尾
形
流
略
印
譜
』
（
文
化
十
二
年
版
）
以
降
（
続
） 

  
 

（
三
）
小
型
書
画
人
名
辞
典 

 

前
稿
で
は
文
化
十
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
光
琳
漫
画
』
と
翌
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
本
朝

古
今
書
画
便
覧
』
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
続
く
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～
三
〇
）
か
ら
幕

末
に
か
け
て
、
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
が
版
を
重
ね
、
増
補
さ
れ
た
が
、
同
じ
横
小
本
の
書

画
人
名
辞
典
が
複
数
出
版
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
五
月
に
江
戸
（
東
都
）
の
書
肆
・
聚
文
堂
か
ら
『
増
補
和

漢
書
画
一
覧
』
一
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
は
凡
例
に
「
文
政
二
年
己
卯
孟
夏 

東
都 

聚
文

堂
主
人
誌
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
版
書
肆
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

内
容
は
、
書
名
に
『
増
補
和
漢
書
画
一
覧
』
と
あ
り
、
凡
例
の
最
初
に
も
「
此
書
前
ニ
収
録
シ

テ
雅
客
ノ
机
上
ニ
備
ハ
レ
リ
然
レ
ト
モ
洩
ル
ゝ
モ
ノ
亦
多
シ
悉
ク
補
ハ
ン
ニ
ハ
姓
氏
履
歴
未
タ

詳
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ
姑
闕
之
少
ク
コ
レ
ヲ
補
ヒ
テ
今
上
木
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
版
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
準
拠
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
は
第

一
〇
丁
裏
か
ら
第
二
二
丁
裏
を
畫
家
部
に
あ
て
る
が
、
一
部
を
除
い
て
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』

第
一
一
丁
裏
か
ら
第
二
三
丁
裏
と
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
光
琳
の
項
に
関
し
て
も
、
「
尾

形
氏
名
ハ
寂
明
青
々
堂
。
長
江
軒
ノ
号
ア
リ
。
京
師
ノ
人
。
画
ヲ
狩
野
安
信
ニ
学
テ
一
家
ヲ
ナ

ス
。
又
漆
器
ヲ
作
、
描
金
ヲ
ヨ
ク
ス
。
兼
テ
茶
事
ヲ
好
ミ
、
假
山
水
ヲ
作
ル
。
ス
ベ
テ
其
為
所

天
機
ニ
觸
発
シ
テ
、
舊
套
ヲ
脱
シ
テ
益
竒
也
。
」
（
19
オ
）
と
い
う
そ
の
記
述
は
『
新
撰
和
漢

書
画
一
覧
』
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
人
の
伝

記
を
全
て
同
書
か
ら
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
雑
部
に
載
る
乾
山
（
深
省
）
の
場
合
、

「
名
ハ
深
省
通
名
新
三
郎
初
京
都
ニ
住
シ
後
双
岡
ニ
住
ス
号
尚
古
又
習
静
堂
紫
翠
霊
海
陶
隠
等

ノ
号
ア
リ
晩
年
江
戸
ニ
住
ス
好
テ
陶
器
ヲ
製
ス
花
様
ヲ
画
キ
讃
詞
ヲ
加
フ
底
面
乾
山
ノ
両
字
ア

リ
又
日
本
雍
州
乾
山
陶
器
省
造
之
文
字
ヲ
記
ス
世
ニ
乾
山
焼
ト
称
ス
」
（
43
ウ
）
と
い
う
記
載

は
、
文
化
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
と
一
致
し
て
い
る
。 

 

次
に
、
文
政
五
年
に
『
続
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
一
冊
が
上
梓
さ
れ
た
。
凡
例
の
末
尾
に
「
文

政
四
年
辛
巳
夏
五 

文
隆
園
主
人
誌
」
と
あ
る
が
、
表
紙
裏
の
見
返
し
に
も
書
名
に
添
え
て
「
文

隆
園
藏
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
刊
行
の
前
年
五
月
に
初
版
を
上
梓
し
た
書
肆
に
よ
り
凡
例
が
記

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
明
六
年
版
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
凡
例

に
、
「
新
撰
ノ
二
字
ヲ
冠
シ
新
ニ
上
木
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
古
今
諸
家
ノ
履
歴
得
テ
詳
カ
ラ
ズ
、

或
其
地
方
ニ
タ
フ
ト
メ
ト
モ
、
他
邦
ニ
聞
エ
ズ
シ
テ
、
遺
脱
ス
ル
モ
ノ
亦
少
カ
ラ
ズ
、
今
南
陔

山
人
ニ
託
シ
テ
索
捜
シ
、
前
編
ノ
闕
タ
ル
ヲ
補
ヒ
、
新
ナ
ル
ヲ
撰
ミ
出
シ
テ
、
續
ノ
字
ヲ
挑
ケ

テ
、
更
ニ
剞
劂
氏
ニ
附
ス
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
書
に
叙
（
序
）
を
寄
せ
て
い
る
南
陔
野
叟
（
山

人
）
に
委
嘱
し
て
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
か
ら
漏
れ
た
人
や
伝
記
を
補
う
た
め
に
出
版
さ
れ

た
の
が
本
書
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
九
丁
表
か
ら
第
一
九
丁
表
に
か
け
て
の
画
家
部
を

見
る
と
、
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
も
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
十
数
人
に
と
ど
ま
る
。

こ
こ
に
光
琳
や
乾
山
、
始
興
な
ど
の
名
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
も
、
凡
例
に
掲
げ
ら
れ
た

編
集
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
に
関
わ
る
絵
師
で
は
、
宗
達
だ
け
が
収
録
さ
れ
て
お

（

270
） 

（

271
） 

（

272
） 

（

273
） 

（

274
） 

（

275
） 
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安田篤生 

り
、
「
喜
多
川
氏
。
通
名
俵
屋
宗
達
。
京
師
ノ
人
。
泉
州
堺
ニ
住
ス
。
一
家
ノ
画
」
（
11
オ
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
達
は
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
も
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
載

は
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
に
続
け
て
二
人
の
宗
達
が
立
項
さ
れ
て
い
る
内
二
人
目
と
一
致
し
、

同
書
に
よ
り
補
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

続
い
て
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
華
木
舘
か
ら
出
版
さ
れ
た
の
が
『
新
増
和
漢
書
画
集
覧
』

一
冊
で
あ
る
。
刊
行
に
先
立
っ
て
天
保
三
年
春
に
古
筆
了
意
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
序
に
は
、
「
世

に
書
畫
一
覧
と
題
せ
る
書
多
し
さ
れ
と
も
古
に
撰
へ
る
は
今
に
宜
し
か
ら
す
今
輯
た
る
は
古
に

疎
也
こ
の
書
は
新
古
を
盡
し
且
折
衷
の
体
裁
を
得
た
れ
は
常
に
座
右
に
展
し
て
探
索
せ
は
書
画

に
於
て
益
あ
る
事
す
く
な
か
ら
し
と
云
爾
」
と
あ
る
。
先
行
書
か
ら
内
容
を
一
新
し
た
と
も
受

け
取
れ
る
が
、
実
態
は
天
明
六
年
版
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
第

一
〇
丁
裏
か
ら
第
二
四
丁
裏
に
か
け
て
の
畫
家
部
を
見
て
も
、
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
絵
師
の
項
目
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
お
り
、
第
一
九
丁
表
か
ら
裏
に
か
け
て
続

け
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
宗
達
、
光
琳
、
乾
山
、
始
興
に
つ
い
て
も
記
載
内
容
や
形
式
は
『
新
撰

和
漢
書
画
一
覧
』
と
同
一
で
あ
る
。
一
方
、
天
明
六
年
版
の
空
白
欄
等
に
増
補
さ
れ
た
項
目
の

中
に
も
宗
達
の
項
が
あ
り
、
「
喜
多
川
氏
。
通
名
俵
屋
宗
達
。
京
師
ノ
人
。
泉
州
堺
ニ
住
ス
。

一
家
ノ
画
」
（
16
ウ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
『
続
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
宗
達
の

項
の
記
載
と
一
致
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
同
書
が
依
拠
し
た
『
本
朝

古
今
書
画
便
覧
』
と
も
一
致
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
書
に
よ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
文
溪
堂
・
丁
子
屋
平
兵
衞
を
中
心
と
し
た
江
戸
（
東
都
）
の
書
肆
十
二
軒
と
大
坂
の

書
肆
三
軒
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
廣
求
大
成
和
漢
書
画
集
覽
』
一
冊
に
は
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）

に
海
西
鶴
峯
（
彦
一
郎
）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
序
が
備
わ
っ
て
い
る
。
凡
例
は
廣
覺
道
人
に
よ

っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
海
西
鶴
峯
や
廣
覺
道
人
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
本
文
第
九
丁
表

か
ら
第
一
八
丁
表
に
か
け
て
の
画
家
部
に
は
絵
師
が
五
〇
音
順
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
光
琳
に

加
え
て
宗
達
と
始
興
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

ソ
ウ
タ
ツ

宗
達
〈
名
伊
年
法
橋
能
州
人
京
住
画
法
一
家
世
称
宗
達
流
其
族
有
万
年
宗
達
其
子
孫
世
々 

 
 

仕
加
州
通
称
宗
達
万
年
之
後
季
少
年
郭
大
年
並
能
画
〉
〔
13
オ
〕 

  
 

ワ
タ
ナ
ヘ

シ
コ

ウ

渡
辺
始
興
〈
称
求
馬
京
人
学
狩
野
成
一
家
〉
〔
16
ウ
〕 

  
 

ヲ
ガ
タ
ク
ワ
ウ
リ
ン

尾
形
光
琳
〈
名
叔
明
有
青
々
堂
長
江
軒
等
号
京
師
人
学
狩
野
安
信
成
一
家
〉
〔
16
ウ
〕 

  

光
琳
に
つ
い
て
の
記
載
を
、
前
述
し
た
『
増
補
和
漢
書
画
一
覧
』
や
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』

と
比
較
し
て
み
る
と
、
「
寂
明
」
と
す
べ
き
所
を
「
叔
明
」
と
誤
っ
て
は
い
る
が
、
『
新
撰
和

漢
書
画
一
覧
』
の
前
半
部
分
と
一
致
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
宗
達
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

「
名
ハ
伊
年
法
橋
位
京
師
ノ
人
画
法
一
家
ヲ
ナ
シ
、
花
卉
禽
虫
ヲ
作
。
世
ニ
宗
達
流
ト
称
ス
、

又
万
年
宗
達
ト
称
ス
ル
モ
ノ
、
伊
年
ノ
族
ナ
リ
。
其
子
孫
加
州
ニ
仕
事
、
世
々
宗
達
ヲ
通
称
ト

ス
。
各
其
号
ヲ
異
ニ
ス
。
万
年
ノ
後
李
少
年
又
郭
大
年
ト
称
ス
ル
モ
ノ
並
ニ
画
ヲ
ヨ
ク
ス
。
然

ト
モ
伊
年
万
年
ニ
不
及
コ
ト
遠
シ
。
」
と
い
う
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
記
載
を
簡
略
に
し

て
い
る
。
始
興
の
記
載
も
、
「
渡
邉
氏
求
馬
ト
称
ス
。
画
ヲ
狩
野
家
ニ
学
テ
。
後
一
家
ヲ
ナ
ス
。

尤
光
琳
ノ
風
ヲ
慕
フ
。
京
師
ノ
人
」
と
い
う
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
記
載
か
ら
「
尤
光
琳

ノ
風
ヲ
慕
フ
。
」
と
い
う
部
分
を
削
除
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。 

 

こ
こ
ま
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
よ
う
に
、
光
琳
や
乾
山
、
宗
達
、
始
興
な
ど
に
関
す
る
横
小

本
の
書
画
人
名
辞
典
の
記
載
内
容
は
、
天
明
六
年
版
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
記
載
を
受
け

継
い
で
お
り
、
増
補
す
る
場
合
は
文
化
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
に
よ

っ
て
補
わ
れ
て
い
た
。
一
連
の
小
型
書
画
人
名
辞
典
の
最
後
に
、
『
〈
書
画
医
家
〉
鑒
定
便
覧
』

と
そ
の
改
題
再
編
本
と
も
言
う
べ
き
『
万
寶
書
画
全
書
』
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。 

 

『
〈
書
画
医
家
〉
鑒
定
便
覧
』
（
『
古
今
墨
蹟
鑒
定
便
覧
』
画
家
書
家
医
家
之
部
、
以
下
『
鑒

定
便
覧
』
と
略
す
）
三
冊
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
勝
村
治
右
衞
門
な
ど
京
都
（
皇
都
）

の
五
書
肆
、
須
原
屋
茂
兵
衞
な
ど
江
戸
（
東
都
）
の
四
書
肆
及
び
河
内
屋
喜
兵
衛
な
ど
大
坂
（
浪

華
）
の
三
書
肆
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
編
者
で
あ
り
、
嘉
永
七
年
十
月
に
例
言
を
記
し
た
川
喜
多

真
一
郎
（
河
喜
多
真
彦
、
号
・
挙
樹
園
、
一
八
一
八
～
六
八
）
は
、
京
都
生
ま
れ
の
国
学
者
で

あ
る
。
ま
た
、
序
を
寄
せ
る
大
倉
法
橋
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
京
都
で
活
躍

し
た
古
筆
鑑
定
家
、
大
倉
好
斎
か
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
横
小
本
で
あ

り
な
が
ら
一
部
を
除
い
て
絵
師
の
略
伝
と
使
用
印
の
双
方
を
掲
載
し
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
を
は
じ
め
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
や

本
節
で
こ
こ
ま
で
検
討
を
加
え
た
各
書
で
は
、
絵
師
ご
と
に
項
目
が
立
て
ら
れ
、
字
号
や
画
系
、

居
住
地
な
ど
の
小
伝
が
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
使
用
印
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
、
享

和
二
年
（
一
七
〇
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
捃
印
補
正
』
二
冊
や
そ
の
欠
を
補
う
た
め
に
文
化
七

年
に
上
梓
さ
れ
た
『
捃
印
補
遺
』
一
冊
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
横
小
本
の
印
譜

集
も
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
使
用
印
を
掲
載
す
る
の
が
主
な
目
的
で
、
絵
師
名
に

添
え
ら
れ
る
の
は
号
や
居
住
地
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
そ
の
両
者
を
一
体
化
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
全
三
冊
の
上
・
中
二
冊
を
畫
家
之
部
に
あ
て
て
お
り
、
そ
の
内
の
中
冊
に

次
の
よ
う
に
宗
達
や
光
琳
及
び
そ
れ
に
関
わ
る
絵
師
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
33
）
。 

  
 

野
村
宗
達
〈
名
ハ
以
悦
伊
年
ト
号
ス
別
号
ヲ
對
青
軒
ト
云
能
登
ノ
人
初
メ
徙
テ
加
州
金
沢 

（

277
） 

（

276
） 

（

278
） 

（

279
） 

（

280
） 

（

281
） 
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江戸時代における光琳像(イメージ)の変遷について（下―八） 

 

 
 

ニ
住
ス
後
京
師
ニ
来
リ
豊
宗
寺
ニ
寓
ス
狩
野
安
信
ヲ
師
ト
シ
テ
後
自
ラ
一
家
ヲ
成
ス
殊
花 

 
 

鳥
設
色
ヲ
善
ス
〉
／
「
對
青
軒
」
（
朱
文
円
印
）
〔
中
巻
4
オ
〕 

  
 

尾
形
光
琳
〈
名
ハ
方
祝
字
ハ
道
崇
寂
明
ト
号
シ
又
青
々
堂
長
江
軒
等
号
ス
平
安
ノ
人
初
メ

狩
野
常
信
ニ
学
ン
テ
後
自
ラ
一
家
ヲ
ナ
ス
其
法
世
ニ
超
越
シ
テ
大
イ
ニ
称
誉
セ
ラ
ル
又
磊

落
ノ
画
ヲ
作
ル
ニ
其
風
致
甚
奇
ナ
リ
享
保
元
年
四
月
六
日
歿
ス
年
五
十
六
〉
／
「
方
祝
」 

（
朱
文
円
印
）
、
「
伊
亮
」
（
朱
文
円
印
）
、
「
澗
声
」
（
朱
文
円
印
）
、
「
道
崇
」
（
朱
文
円

印
）
、
「
青
々
」
（
朱
文
円
印
）
、
「
光
琳
」
（
朱
文
円
印
）
、
「
寂
明
」
（
朱
文
方
印
）
、
「
寂

明
」
（
白
文
方
印
）
、
「
道
崇
」
（
白
文
方
印
）
、
「
方
祝
」
（
朱
文
方
印
）
、
「
光
琳
」
（
白

文
長
方
印
）
、「
澗
声
」
（
白
文
方
印
）
、「
法
橋
光
琳
」
（
白
文
長
方
印
）
、
法
橋
光
琳
、「
緒

方
」
（
朱
文
方
印
）
、
「
光
琳
」
（
白
文
方
印
）
、
（
幕
形
花
押
）
〔
中
巻
4
オ
～
6
オ
〕 

  
 

同
乾
山
〈
光
琳
ノ
弟
ナ
リ
名
ハ
深
省
画
ヲ
能
ス
陶
工
ニ
妙
ヲ
得
テ
其
名
籍
甚
シ
寛
保
三
年 

 
 

六
月
二
日
歿
ス
年
八
十
一
〉
／
乾
山
（
袋
形
花
押
）
〔
中
巻
6
ウ
〕 

  
 

何
帠
〈
光
琳
ノ
門
人
ナ
リ
名
ハ
太
青
何
帠
ト
号
ス
〉
／
太
青
、
何
帠
〔
中
巻
6
ウ
・
7
オ
〕 

  
 

宗
雪
〈
姓
氏
詳
ナ
ラ
ス
後
名
ヲ
改
メ
テ
相
雪
ト
云
光
琳
ノ
風
ヲ
学
ン
テ
逸
気
ア
リ
後
又
狩 

 
 

野
某
ト
交
友
シ
テ
其
風
ヲ
変
ス
〉
〔
中
巻
7
ウ
〕 

  
 

渡
邊
始
興
〈
通
称
求
馬
平
安
ノ
人
初
メ
狩
野
風
ヲ
学
ヒ
後
又
光
琳
ヲ
学
フ
終
ニ
一
家
ヲ
成 

 
 

ス
近
世
応
挙
吾
人
ヲ
賞
シ
テ
能
手
ト
ス
宝
暦
五
年
七
月
廿
九
日
歿
ス
年
七
十
三
〉
／
「
始 

 
 

興
之
印
」
（
白
文
方
印
）
〔
中
巻
7
ウ
〕 

  
 

中
村
芳
中
〈
平
安
ノ
人
浪
花
ニ
住
ス
光
琳
ノ
風
ヲ
慕
ヒ
修
シ
テ
其
趣
ヲ
得
タ
リ
又
俳
諧
ヲ 

 
 

モ
ナ
セ
リ
〉
／
芳
中
、
「
芳
中
」
（
朱
文
方
印
）
〔
中
巻
59
ウ
〕 

  
 

抱
一
上
人
〈
名
ハ
文
詮
字
ハ
暉
真
鴬
村
ト
号
ス
又
雨
蕐
菴
ト
云
光
琳
ノ
画
法
ヲ
慕
ヒ
テ
修 

 
 

シ
大
イ
ニ
其
格
ヲ
得
タ
リ
時
ニ
称
誉
シ
其
名
頗
ル
高
ク
画
ヲ
求
ル
甚
夥
シ
文
政
十
一
年
十 

 
 

一
月
廿
九
日
歿
ス
年
六
十
八
実
ハ
某
侯
ノ
公
子
ナ
リ
因
テ
僧
体
ト
ナ
リ
テ
等
覚
院
ト
云
〉 

 

 
 

／
抱
一
暉
真
誌
、
「
文
詮
」
（
朱
文
小
瓢
形
印
）
、
「
抱
一
」
（
朱
文
円
印
）
、
「
文
詮
」 

 
 

（
朱
文
円
印
）
、
「
抱
弌
之
印
」
（
朱
文
方
印
）
、
「
暉
真
」
（
朱
文
方
印
）
、
「
輕 

 
 

挙
道
人
」
（
朱
文
方
印
）
、
「
等
覚
院
印
」
（
朱
文
方
印
）
〔
中
巻
66
オ
～
67
オ
〕 

 

掲
載
さ
れ
て
い
る
順
に
宗
達
か
ら
検
討
し
て
い
く
と
、
ま
ず
宗
達
の
姓
を
「
野
村
」
と
す
る

点
は
、
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
に
二
人
載
せ
る
内
の
最
初
に
立
項
さ
れ
て
い
る
宗
達
の
記
載

内
容
に
近
い
。
既
に
検
討
を
加
え
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
「
野
村
氏
名
ハ
以
悦
号
ハ
伊
年
又
劉

青
軒
元
能
州
ノ
産
加
賀
ニ
住
シ
後
京
師
豊
宗
寺
ニ
居
ス
法
橋
ニ
叙
ス
画
法
一
家
ヲ
成
ス
世
ニ
宗

達
流
ト
称
ス
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
姓
だ
け
で
は
な
く
、
名
は
「
以
悦
」
で
号
は
「
伊
年
」
、

能
登
の
出
身
で
加
賀
に
住
み
、
後
に
京
都
に
出
て
豊
宗
寺
に
居
住
し
、
一
家
を
な
し
た
と
す
る

点
で
一
致
し
て
い
る
。
一
方
、
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
が
「
劉
青
軒
」
と
誤
っ
て
い
た
号
を

正
し
く
「
對
青
軒
」
と
し
、
法
橋
に
叙
さ
れ
た
と
い
う
点
を
採
用
せ
ず
、
狩
野
安
信
に
学
ん
だ

と
画
系
に
つ
い
て
触
れ
る
と
と
も
に
着
色
の
花
鳥
図
を
得
意
に
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

今
日
の
認
識
と
異
な
る
点
も
あ
る
も
の
の
、
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
を
踏
ま
え
つ
つ
修
正
を

加
え
、
画
系
や
得
意
分
野
に
つ
い
て
独
自
の
見
解
を
記
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
、

叙
述
の
都
合
で
後
述
す
る
『
画
乗
要
略
』
に
近
似
す
る
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
白
井

華
陽
に
よ
っ
て
著
さ
れ
、
本
書
に
先
立
つ
天
保
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
画
乗
要
略
』
に
は
宗
達

に
つ
い
て
、
「
野
村
宗
達 

ハ名
以
悦 

 

ス

號
二

伊 
 

ト

年
一

又 
 

ス

號
二

劉
青 

 

ト

軒
一

能 

ノ登
人
初 

テ徙

 
 

ル

居
二

加
賀
金 

 

ニ

澤
一 

ニ晩

 
 

リ

入
レ 

ニ京
寓
二 

ス居
豊
宗 

 

ニ

寺
一 

シ
テ

師
二

狩
野
安 

 

ヲ

信
一

得
二 

ノ其

 
 

ヲ

法
一 

ニ大

 
 

ス

變
二 

ノ其

 
 

ヲ

格
一

花
鳥
用
二

没 

ノ骨

 
 

ヲ

法
一

余 

テ嘗

 
 

ル

觀
二

百 

ノ花

 
 

ヲ

圖
一

重
重
疊
疊
參
差
不
レ 

レ亂

 

ニ曲

 
 

ス

盡
二 

ノ其

 
 

ヲ

状
一

」
（
上
22
オ
・
23
オ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
記
述
自
体
、
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ

の
上
で
狩
野
安
信
を
師
と
し
て
花
鳥
画
を
得
意
に
し
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
の
記
載

が
『
画
乗
要
略
』
を
引
用
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
『
画
乗
要
略
』
で
も
「
劉

青
軒
」
と
誤
っ
て
い
る
の
を
修
正
し
て
い
る
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
對
青
軒
」
（
朱
文
円
印
）
が
参
考
に

な
る
。
例
言
に
は
、
「
印
章
ハ
大
体
原
本
を
以
て
摸
写
な
し
ぬ
れ
ど
或
ハ
遠
郷
の
蔵
幅
或
ハ
石

室
の
秘
巻
な
ど
ハ
傳
写
を
請
て
擧
た
る
あ
り
そ
ハ
他
日
原
本
を
見
む
時
を
得
て
校
す
べ
し
」
と

あ
り
、
実
作
品
か
ら
摸
写
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
對
青
軒
」
（
朱
文
円
印
）
の
印
影
は
『
捃
印
補
正
』
上
冊
（
巻
一
）
第

八
一
丁
裏
（
図
34
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
印
と
極
似
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
印
径
二
寸
五
分
」

「
對
青
軒
」
と
付
記
さ
れ
た
印
の
大
き
さ
や
印
文
の
読
み
も
一
致
す
る
。
従
っ
て
、
本
書
の
宗

達
の
項
に
所
載
さ
れ
て
い
る
印
影
や
附
属
す
る
情
報
は
『
捃
印
補
正
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
可
能

性
が
極
め
て
高
く
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
印
文
の
読
み
に
従
っ
て
「
劉
青
軒
」
で
は
な
く
「
對

青
軒
」
で
あ
る
と
修
正
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

宗
達
の
次
に
は
光
琳
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
宗
達
に
学
ん
だ
、
あ
る
い
は
宗
達
の
画
風
を

慕
っ
た
な
ど
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
光
琳
の
名
が
方
祝
で
あ
り
、
字
は
道
崇
、
寂
明
、
青
々

堂
、
長
江
軒
な
ど
の
号
を
用
い
た
京
都
の
人
で
、
狩
野
常
信
に
学
ん
で
一
家
を
な
し
、
享
保
元
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安田篤生 

年
四
月
六
日
に
五
十
六
歳
で
没
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
情
報
に
基
づ
い
て
い
る

の
か
や
や
複
雑
で
あ
る
。
比
較
的
類
似
点
が
多
い
の
は
、
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
の
「
緒
方

宗
謙
ノ
季
子
名
ハ
方
祝
通
称
雁
金
屋
藤
重
郎
江
戸
ニ
住
ス
一
名
道
崇
又
寂
明
澗
声
伊
亮
等
ノ
數

号
有
享
保
元
年
四
月
六
日
ニ
没
ス
五
十
二
歳
画
ヲ
狩
野
常
信
ニ
学
ヒ
土
佐
家
ヲ
慕
フ
テ
新
意
ヲ

出
ス
法
橋
ニ
叙
ス
又
漆
器
ヲ
作
リ
描
金
ヲ
善
シ
茶
事
ヲ
好
ミ
假
山
ヲ
造
ル
風
流
ノ
人
ナ
リ
」
と

い
う
記
載
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
号
の
一
つ
が
「
寂
明
」
で
あ
る
と
す
る
点
や
師
系
、
没
年
が

一
致
す
る
も
の
の
、
「
道
崇
」
を
名
と
す
る
点
は
や
や
異
な
り
、
父
・
宗
謙
と
の
関
係
や
通
称
、

江
戸
在
住
、
澗
声
や
伊
亮
の
号
を
用
い
、
土
佐
家
に
も
学
ん
で
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
と
い
う
点

は
一
致
せ
ず
、
享
年
も
異
な
っ
て
い
る
。
使
用
し
た
号
に
「
青
々
堂
」
と
「
長
江
軒
」
が
あ
り
、

京
都
の
人
で
あ
る
と
い
う
点
、
さ
ら
に
は
光
琳
の
所
為
に
つ
い
て
「
奇
」
で
あ
る
と
評
価
す
る

点
は
先
に
見
た
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
と
一
致
す
る
が
、
同
書
で
は
師
を
狩
野
安
信
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
書
の
光
琳
に
関
す
る
記
載
は
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
と
『
新
撰

和
漢
書
画
一
覧
』
を
参
照
し
て
正
し
い
と
判
断
し
た
情
報
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
と
異
な
る
享
年
の
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

で
は
、
光
琳
の
項
に
所
載
さ
れ
て
い
る
款
印
に
つ
い
て
も
先
行
書
を
引
用
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
宗
達
の
項
に
載
せ
ら
れ
た
「
對
青
軒
」
（
朱
文
円
印
）
は
『
捃
印
補
正
』
に
収
録
さ
れ
て 

い
る
も
の
と
同
一
で
あ
っ
た
が
、
「
方
祝
」
（
朱
文
円
印
）
、
「
道
崇
」
（
白
文
方
印
）
、
「
方
祝
」

（
朱
文
方
印
）
、
「
緒
方
」
（
朱
文
方
印
）
、
「
光
琳
」
（
白
文
方
印
）
、
「
伊
亮
」
（
朱
文
円
印
）
の

六
顆
も
同
じ
印
が
『
捃
印
補
正
』（
図
34
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
澗
声
」（
朱
文
円
印
）
、

「
道
崇
」
（
朱
文
円
印
）
、
「
青
々
」
（
朱
文
円
印
）
、
「
光
琳
」
（
朱
文
円
印
）
、
「
寂
明
」
（
朱
文

方
印
）
、「
寂
明
」（
白
文
方
印
）
、「
光
琳
」（
白
文
長
方
印
）
、「
澗
声
」（
白
文
方
印
）
、「
法
橋

光
琳
」
（
白
文
長
方
印
）
の
九
顆
は
『
捃
印
補
遺
』
（
図
35
）
に
載
る
印
と
、
最
初
の
「
澗
声
」

（
朱
文
円
印
）
の
読
み
を
「
澗
聲
」
と
記
す
点
ま
で
一
致
す
る
。
残
る
「
法
橋
光
琳
」
の
落
款

と
幕
形
花
押
も
『
茶
人
花
押
藪
』
所
載
の
も
の
と
極
似
し
て
お
り
、
宗
達
の
場
合
と
同
様
、
光

琳
の
款
印
も
先
行
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。 

 

光
琳
に
続
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
乾
山
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
同
」
と
い
う

の
は
光
琳
と
同
姓
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
光
琳
の
弟
で
名
は
深
省
、
絵
画
も
堪
能
な

陶
工
で
、
寛
保
三
年
六
月
二
日
に
八
十
一
歳
で
没
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
内
、
名
と
没
年
は
『
本

朝
古
今
書
画
便
覧
』
の
記
載
と
一
致
す
る
。
一
方
、
乾
山
が
光
琳
の
弟
で
、
絵
画
も
巧
み
な
陶

工
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
と
一
致
し
、
光
琳
の
場
合
と
同
じ
く
、
乾

山
に
関
す
る
本
書
の
記
載
内
容
も
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
と
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
か
ら

取
捨
選
択
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
も
「
八
十
三
歳
」

と
誤
っ
て
い
た
享
年
を
正
し
く
「
八
十
一
」
と
し
て
い
る
が
、
何
に
よ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
文
化
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
は

正
し
い
享
年
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
『
尾

形
流
略
印
譜
』
を
参
照
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
、

酒
井
抱
一
が
編
集
し
て
文
政
六
年
に
跋
を
寄
せ
て
い
る
『
乾
山
遺
墨
』
に
よ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
本
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
落
款
や
花
押
を
同
書
に
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。
そ
の
「
乾
山
」
落
款
と
袋
形
花
押
の
内
、
花
押
に
つ
い
て
は
光
琳
と
同
じ
く
『
茶

人
花
押
藪
』
所
載
の
も
の
と
類
似
し
て
お
り
、
同
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か

し
、
同
書
に
も
落
款
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
乾
山
が
制
作
し
た
陶
磁
器
な
ど
か
ら
新
た
に
採

録
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

乾
山
に
続
い
て
は
「
姓
氏
詳
ナ
ラ
ス
設
色
ノ
画
ヲ
善
セ
リ
」
と
す
る
友
禅
の
項
が
あ
り
、
そ

の
次
が
何
帠
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
書
の
よ
う
に
何
帠
を
光
琳
の
門
人
で
あ
る

と
す
る
先
行
書
に
、
加
藤
曳
尾
庵
著
『
我
衣
』
と
中
尾
樗
軒
著
『
近
世
逸
人
畫
史
』
が
あ
る
。

両
書
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、
抱
一
や
谷
文
晁
、
菅
原
洞
斎
ら
が
乾
山
の
弟
子
で
あ
る
と
位

置
づ
け
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
書
の
記
載
が
直
接
曳
尾
庵
や
樗
軒
の
書
を
参

照
し
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
江
戸
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い

た
同
種
の
情
報
に
基
づ
い
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
よ
う
。
ま
た
、
「
太
青
」
と
「
何
帠
」

の
落
款
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
、
先
行
す
る
印
譜
類
に
一
致
す
る
も
の
を
見
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
残
さ
れ
て
い
た
実
作
品
か
ら
採
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
何
帠
は

江
戸
を
中
心
に
作
画
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
京
都
の
川
喜
多
真
一
郎
が
何
帠
画
を
見
る
機
会
は

極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
何
帠
が
光
琳
に
師
事
し
た
と
い
う
情
報
と
と
も
に
、
本

書
の
出
版
に
関
与
し
た
江
戸
の
書
肆
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

何
帠
の
後
、
山
口
雪
溪
と
狩
野
山
卜
を
挟
ん
で
宗
雪
の
項
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
宗
達
と

宗
雪
を
明
確
に
分
け
る
点
で
は
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
似
る
が
、
宗
雪
を
宗
達
の
後
継
者
と
位

置
づ
け
る
同
書
と
異
な
り
、
光
琳
の
画
風
を
学
び
そ
の
後
は
狩
野
派
の
絵
師
と
交
流
し
て
画
風

を
変
化
さ
せ
た
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
雪
の
捉
え
方
と
最
も
近
い
の
は
『
画
乗
要
略
』

で
あ
り
、
「
宗 

ハ雪
不
レ 

ニ
セ

審
二 

ノ其
姓 

 

ヲ

名
一

後 
 

ム

改
二

相 
 

ト

雪
一 

 

ヒ

學
二

光 
 

ニ

琳
一

有
二

逸
氣
一

余 
 

ル

觀
二 

ノ其
秋
野
鶉

 

ノ鳥

 
 

ヲ

圖
一

運
筆
設
色 

タ
リ

似
二 

ノ其

 
 

ニ

師
一

光
琳
歿
後 

 

テ

就
二

狩
野 

 

ニ

某
一 

 

フ

請
レ

コ
ト
ヲ

學
二 

ノ其
家 

 

ヲ

法
一

示

 

ス 

以
ニ 

テ
ス 

カ己

 
 

ヲ

畫
一

某
嘆
賞

 

シ

曰テ

 

シ如

 
 

ハ

學
二 

カ吾
家 

 

ヲ

法
一 

テ反

 

ハ
ン

失
二

其
奇 

 

ヲ

格
一 

ニ竟
不
レ 

 

ケ

授
レ 

ヲ法

 

テ結
爲
レ 

ト友

 

フ云
」
（
上
23
ウ
・
24
オ
）
と
記
し
て

い
る
。
両
者
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
姓
が
不
詳
で
後
に
「
相
雪
」
と
改
め
た
と
す
る
点
や
光
琳

に
学
ん
で
「
逸
気
」
が
あ
る
と
い
う
点
も
一
致
し
、
『
画
乗
要
略
』
の
記
述
を
や
や
簡
略
に
し

た
の
が
本
書
の
記
載
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

宗
雪
の
次
に
は
始
興
の
項
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
通
称
が
求
馬
、
京
都
の
人
で
、
狩
野
派
を

学
ん
だ
後
に
光
琳
を
学
び
一
家
を
な
し
た
と
い
う
の
は
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
と
一
致
す
る

（

283
） 

（

284
） 

（

285
） 

（

287
） 

（

282
） 

（

286
） 

二  
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江戸時代における光琳像(イメージ)の変遷について（下―八） 

 

が
、
円
山
應
挙
が
始
興
を
高
く
評
価
し
た
と
い
う
点
と
没
年
及
び
享
年
は
同
書
に
見
え
な
い
。

こ
の
内
、
応
挙
が
始
興
を
評
価
し
て
い
た
と
い
う
点
は
『
画
乗
要
略
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
、

『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
の
内
容
を
拡
張
し
た
『
画
乗
要
略
』
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
何
に
よ
っ
て
始
興
の
没
年
と
享
年
を
記
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
。

ま
た
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
始
興
之
印
」
（
白
文
方
印
）
は
始
興
の
使
用
印
と
し
て
最

も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
『
捃
印
補

正
』
に
も
載
っ
て
お
り
、
他
の
絵
師
の
例
を
考
え
る
と
後
者
か
ら
引
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

宗
達
か
ら
始
興
ま
で
は
本
書
中
巻
第
四
丁
表
か
ら
第
七
丁
裏
に
近
接
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
か
ら
や
や
離
れ
た
第
五
九
丁
裏
に
中
村
芳
中
が
、
そ
し
て
第
六
六
丁
表
・
裏
に
は
抱

一
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
芳
中
か
ら
見
て
い
く
と
、
既
に
検
討
を
加
え
た
よ
う
に
、
享
和
二
年

暮
に
江
戸
で
出
版
さ
れ
た
『
光
琳
画
譜
』
に
加
藤
千
蔭
が
寄
せ
た
序
文
に
「
な
に
は
の
芳
中
画

を
こ
の
み
て
、
光
琳
は
筆
の
す
さ
ひ
を
ま
な
へ
り
」
と
記
さ
れ
、
川
上
不
白
に
よ
る
跋
文
に
も

「
（
前
略
）
光
琳
氏
か
一
風
の
洒
落
は
画
中
の
画
に
し
て
（
中
略
）
其
流
を
つ
た
へ
た
る
難
波

人
の
（
中
略
）
又
芳
中
た
る
も
の
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
な
に
わ
（
難
波
）
」
の
人
で
光
琳

画
を
学
び
そ
の
画
風
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
芳
中
は
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
検

討
を
加
え
て
き
た
一
連
の
小
型
書
画
人
名
辞
典
に
芳
中
の
名
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

芳
中
が
京
都
（
平
安
）
出
身
で
大
坂
（
浪
花
）
に
住
み
、
光
琳
の
画
風
を
習
得
し
て
い
て
俳
諧

も
よ
く
し
た
と
い
う
本
書
の
記
載
に
最
も
近
い
の
は
、
「
中
村
方
中
平 

ノ安
人 

 

ス

住
二

浪 
 

ニ

華
一 

 

リ

法
二

光

 
 

ニ

琳
一 

タ
リ

得
二 

ノ其

 
 

ヲ

趣
一

」
（
下
32
オ
）
と
記
す
『
画
乗
要
略
』
で
あ
ろ
う
。
宗
達
や
宗
雪
で
も
『
画
乗

要
略
』
を
参
照
し
て
お
り
、
芳
中
に
つ
い
て
も
同
書
に
よ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、
落
款
と
印
章
も
先
行
書
に
よ
っ
て
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

 

抱
一
の
項
を
見
て
み
る
と
、
「
文
詮
」
を
名
、
「
暉
真
」
を
字
と
し
て
い
る
点
に
は
や
や
混

乱
が
認
め
ら
れ
る
が
、
本
書
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
諸
書
に
、
名
や
号
、
光
琳
の
画
法
を
習
得
し

た
こ
と
や
没
年
月
日
、
享
年
、
使
用
印
等
を
ま
と
め
て
伝
え
る
書
は
稀
で
あ
る
。
『
画
乗
要
略
』

も
、
「
抱
一
上
人
名
煇
信 

 

ス

號
二

雨
華 

 

ト

菴
一 

ト
リ

法
二

光 
 

ニ

琳
一

雅
趣
不
レ

凡

 

ナ

時ラ

工
恐 

ス服
」
（
下
33
ウ
）
と
、

名
と
号
、
光
琳
に
法
っ
て
雅
趣
あ
る
作
品
を
描
い
た
と
記
す
に
と
ど
ま
る
。
し
か
も
、
寛
政
九

年
に
得
度
し
た
抱
一
が
称
し
た
等
覚
院
文
詮
暉
真
を
『
画
乗
要
略
』
も
「
煇
信
」
と
誤
記
し
名

と
誤
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
書
の
表
記
自
体
に
誤
り
は
な
く
、
没
年
月
日
や
享
年
は
正
確
で

あ
る
。
京
都
在
住
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
川
喜
多
と
多
少
事
情
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

江
戸
の
町
名
主
で
あ
っ
た
斎
藤
月
岑
（
一
八
〇
四
～
七
八
）
の
編
著
で
嘉
永
二
年
か
ら
三
年
（
一

八
四
九
～
五
〇
）
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
武
江
年
表
』
文
政
十
一
年
の
記
事
の
中
に
も
、
「
十

一
月
廿
一
日
等
覚
院
抱
一
上
人
逝
去
あ
り
〈
六
十
八
齢
と
聞
え
し
名
輝
真
号
文
詮
鶯
邨
雨
華
庵

と
い
ふ
尾
形
光
琳
の
画
風
を
慕
給
ひ
て
一
派
を
弘
め
た
ま
へ
り
〉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
抱
一

が
没
し
た
日
な
ど
誤
り
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
没
年
月
や
享
年
、
光
琳
と
の
関
係
な
ど
は
正
確

で
あ
る
。
川
喜
多
や
斎
藤
月
岑
と
抱
一
と
で
は
一
世
代
ば
か
り
離
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
二
人

が
生
ま
れ
て
か
ら
後
に
抱
一
は
没
し
て
お
り
、
抱
一
に
関
し
て
は
そ
れ
だ
け
正
確
な
情
報
を
入

手
し
や
す
か
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
何
帠
の
場
合
と
同
様
、
本
書
の
出
版
に
関
わ

っ
た
江
戸
の
書
肆
か
ら
抱
一
に
つ
い
て
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
に
収

録
さ
れ
て
い
る
抱
一
の
款
印
も
、
新
た
に
採
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

な
お
、
本
書
の
上
巻
第
九
四
丁
裏
に
抱
一
が
「
尾
形
流
」
の
絵
師
に
含
め
た
野
々
村
信
武
の

名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
狩
野
派
の
絵
師
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

伝
記
等
の
記
載
は
な
く
、
収
録
さ
れ
て
い
る
印
章
は
『
捃
印
補
正
』
に
載
る
も
の
と
同
一
で
あ

る
。
ま
た
、
中
巻
第
九
丁
表
に
立
圃
を
、
書
家
之
部
に
あ
た
る
下
巻
第
四
八
丁
表
か
ら
第
四
九

丁
表
に
光
悦
を
載
せ
る
が
、
宗
達
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。 

 

『
万
寶
書
画
全
書
』
（
『
〈
書
画
必
携
〉
名
家
全
書
』
）
七
冊
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
鑒

定
便
覧
』
の
改
題
再
編
本
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
第
四
冊
（
巻
三
）
と
第
五
冊
（
巻
四
）

を
画
家
之
部
に
あ
て
る
内
、
本
稿
に
関
わ
る
人
物
と
し
て
は
、
巻
四
の
第
七
二
丁
表
か
ら
第
七

六
丁
裏
に
か
け
て
宗
達
、
光
琳
、
乾
山
、
友
禅
、
何
帠
、
宗
雪
、
始
興
、
抱
一
の
順
に
並
べ
て

い
る
の
が
目
に
つ
く
（
図
36
）
。
『
鑒
定
便
覧
』
と
比
べ
た
場
合
、
掲
載
し
て
い
る
人
物
や
内

容
に
大
き
な
違
い
は
な
い
も
の
の
、
伝
記
の
一
部
を
改
変
し
使
用
印
を
追
加
す
る
ほ
か
、
全
体

に
わ
た
り
配
列
を
流
派
別
に
一
層
整
理
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
宗
達
以
下
の
配
列
に
も
当

て
は
ま
る
。
光
琳
に
つ
い
て
は
狩
野
常
信
に
学
ん
だ
と
い
う
だ
け
で
宗
達
学
習
に
触
れ
な
い
の

は
『
鑒
定
便
覧
』
の
ま
ま
だ
が
、
乾
山
で
は
『
鑒
定
便
覧
』
に
な
か
っ
た
「
画
法
家
兄
ニ
似
タ

リ
」
と
い
う
記
述
を
加
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
鑒
定
便
覧
』
で
は
画
系
に
全
く
触
れ
な
か
っ

た
友
禅
に
つ
い
て
、
「
初
光
琳
ヲ
学
ヒ
後
一
格
ヲ
ナ
ス
」
と
光
琳
と
の
関
係
を
明
示
す
る
。
何

帠
に
つ
い
て
も
「
能
其
風
ヲ
得
タ
リ
」
と
光
琳
学
習
を
強
調
し
、
宗
雪
に
つ
い
て
も
『
鑒
定
便

覧
』
に
あ
っ
た
「
後
又
狩
野
某
ト
交
友
シ
テ
其
風
ヲ
変
ス
」
と
い
う
記
述
を
削
除
し
て
光
琳
学

習
に
限
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
光
琳
画
風
を
慕
っ
た
と
す
る
始
興
と
抱
一
を
続
け
て
い
る
訳

で
、
光
琳
以
降
の
配
列
に
画
系
と
し
て
つ
な
が
る
絵
師
た
ち
を
こ
こ
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た
意

識
が
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
確
実
な
絵
画
作
品
が
知
ら
れ
て
い
な
い
友
禅

を
こ
こ
に
加
え
て
い
た
り
、
光
琳
よ
り
前
に
活
躍
し
宗
達
の
後
継
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
宗
雪

が
光
琳
を
学
ん
だ
と
指
摘
す
る
な
ど
、
今
日
の
認
識
と
も
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
示
さ
れ
た
抱

一
の
認
識
と
も
異
な
る
点
も
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
達
に
始
ま
り
光
琳
を
経
て
抱

一
に
至
る
画
系
を
想
定
し
、
そ
こ
に
乾
山
や
何
帠
、
始
興
、
そ
し
て
位
置
づ
け
が
異
な
る
と
は

い
え
宗
雪
を
含
め
て
い
る
点
に
、
本
書
と
『
尾
形
流
略
印
譜
』
と
の
一
定
の
類
似
性
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
よ
う
。
『
尾
形
流
略
印
譜
』
と
の
直
接
的
な
関
係
は
不
明
な
が
ら
、
本
節
で
検
討

（

288
） 

（

289
） 

（

292
） 

（

293
） 

（

290
） 

（

291
） 
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安田篤生 

を
加
え
て
き
た
『
鑒
定
便
覧
』
ま
で
の
各
書
に
『
尾
形
流
略
印
譜
』
と
の
類
似
点
を
見
出
せ
な

か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
類
似
点
は
注
目
さ
れ
て
良
い
。 

  
 

（
四
）
『
皇
朝
名
画
拾
彙
』 

 

『
皇
朝
名
画
拾
彙
』
の
編
著
者
で
あ
る
檜
山
坦
斎
（
義
愼
）
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
何
度
も

言
及
し
、
『
皇
朝
名
画
拾
彙
』
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
も
引
用
し
て
き
た
。
谷
文
晁
周
辺
の
人

物
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
し
た
坦
斎
に
つ
い
て
の
考
察
は
そ
れ
ら
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
本
稿
に

関
連
す
る
人
物
の
項
目
を
ま
と
め
て
示
し
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

『
皇
朝
名
画
拾
彙
』
五
巻
五
冊
は
幕
府
の
儒
官
で
あ
る
林
培
斎
（
名
は
皝
、
一
七
九
三
～
一

八
四
六
）
に
よ
る
文
政
元
年
の
序
を
伴
い
、
翌
文
政
二
年
に
江
戸
の
書
肆
・
和
泉
屋
庄
次
郎
と

松
澤
庄
八
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
に
光
琳
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
巻
之
五
を
見
る

と
、
次
の
よ
う
に
光
悦
、
光
甫
、
宗
達
の
項
目
が
連
続
し
て
い
る
。 

 

本
阿
彌
光
悦 

 

シ

號
二

大
虚
庵
亦
徳
友 

 

ト

齋
一

〈
寛
永
十
四
年
二
月
三
日
没
歳
八
十
六
〉
氣
宇 

ニ
シ
テ

高
尚

臨
池
之
妙

 

ナ
リ

所
二

擧

 

ス
ル

稱
一

画
又
逸

ナ
リ格
ト
モ然

傳
世

 

タ
マ
レ
ナ
リ

甚

少
 

テ嘗
 

ク聞

 
 

ノ

所
レ 

ク畫
三
十
六
歌

 

ノ仙
像

 
 

テ

至
レ

今
其

 

ノ氏
嫡 

ニ家

 

ス
ト

藏
レ 

ヲ之
〔
９
オ
・
ウ
〕 

 

本
阿
彌
光
甫
〈
光 

ノ悦
孫
光

サ瑳
ノ 子

〉 
 

ス

號
二

空
中 

 

ト

齋
一 

ニ常

 
 

ミ

嗜
二

茶 
 

ヲ

香
一 

ク能

 
 

ス

製
二

陶 
 

ヲ

器
一 

 

ヒ

學
二

祖
翁
之

 
 

ヲ

蹟
一

ク
ハ
シ

精
二

丹
青
之 

 

ニ

道
一

ト
モ然

 

ノ其
画 

 

テ

拂
レ 

ヲ地
不
レ

傳

 

ハ

唯ラ

藤
蓮

モ
ミ
ヂ
ノ

丹
楓
三
幅
現
二 

ス存
于
其 

 

ニ

家
一
〈
厥
后 

 

テ

於
二

寫
山 

 

ニ

楼
一 

リ得
レ

見

 

ル
コ

其ト
ヲ

摸 
 

ヲ

本
一 

ニ實

 

ル足
レ

ス
ル
ニ

稱
二

逸 
 

ト

作
一

縮
圖 

 

ヅ

出
二

于
画 

 

ニ

纂
一

〉
〔
９
ウ
〕 

 

俵
屋
宗
達 

ハ字
伊
年 

 

シ

號
二

對
青 

 

ト

軒
一 

 

ス

叙
二

法 
 

ニ

橋
一

寫
山 

ノ樓
〈
谷
氏
〉

セ
ツ
ニ

説

賀 

ノ州

 

ニ
シ
テ
ノ
ノ
ム
ラ

人
野
之
村
氏
云

々

 

メ始

 

ト
シ

師
二

永

 
 

ヲ

徳
一

後

 
 

テ

學
二

本

 

ノ邦
古

 
 

ヲ

画
一 

ニ別

 
 

ス

爲
二

一

 
 

ヲ

家
一

〈
所
レ 

ク画
最

 
 

リ

似
二

光

 
 

ニ

悦
一 

ノ其
師

 
ノ受

先
後

 
 

タ

未
レ

得
レ 

ナ
ル
ヲ

詳
矣
〉
今

 

ハ
ル

傳
レ 

ニ世

 

ハ者

 

ク
ハ 

多
是
僞
倣

 

テ嘗

 
 

ル

見
二

源

 

ノ語
關

 

ノ屋

 

ノ卷

 
 

ヲ

圖
一

有
二

光
廣

 

ノ卿
題
詠
一 

ニ殊
 

 

リ

爲
二

真
跡
一

〔
10
オ
〕 

  

宗
達
に
つ
い
て
、
谷
文
晁
（
寫
山
樓
）
の
所
説
を
引
い
て
、
加
賀
出
身
で
姓
氏
は
野
々
村
、

狩
野
永
徳
に
学
ん
で
一
家
を
な
し
た
と
し
、
前
後
関
係
は
不
明
だ
と
し
な
が
ら
も
光
悦
と
最
も

似
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
宗
達
の
真
蹟
と
み
な
さ
れ
て
い
る
、
源
氏
物
語
関
屋

の
帖
を
描
い
た
烏
丸
光
廣
の
賛
を
伴
う
作
品
と
は
、
東
京
国
立
博
物
館
に
現
在
所
蔵
さ
れ
て
い

る
「
関
屋
図
屏
風
」
六
曲
一
隻
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
記
述
の
内
、
特
に
光
悦
と
の
関
係
に
言
及

し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
し
て
き
た
。 

 

そ
の
光
悦
に
つ
い
て
、
号
を
挙
げ
た
後
に
没
年
月
日
と
享
年
を
示
す
。
こ
の
内
、
号
や
没
年

月
日
は
正
し
い
も
の
の
、
享
年
は
八
十
歳
と
す
る
の
が
正
し
く
、
誤
っ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

そ
し
て
、
書
で
名
高
く
、
絵
画
も
「
逸
格
」
で
あ
る
が
伝
わ
る
作
品
が
極
め
て
少
な
く
、
子
孫

の
家
に
三
十
六
歌
仙
を
描
い
た
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
光

悦
が
書
の
名
手
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
に
属
す
る
が
、
確
実
な
絵
画
作
品
は
知
ら
れ
て
い

な
い
。
光
悦
が
出
版
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
嵯
峨
本
の
中
に
三
十
六
歌
仙
が
あ

る
が
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
中
野
其
明
が
出
版
し
た
『
尾
形
流
百
圖
』
の
中
に
も

光
悦
自
画
賛
の
三
十
六
歌
仙
を
模
写
し
た
と
す
る
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
賛
は
類

似
す
る
も
の
の
、
前
者
の
歌
仙
が
上
畳
に
座
す
姿
で
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
後
者
に
は
上
畳

が
描
か
れ
な
い
な
ど
絵
像
の
方
は
一
致
し
な
い
。
そ
の
内
、
後
者
に
は
歌
仙
図
を
納
め
る
袋
に

抱
一
自
身
が
書
い
た
墨
書
が
写
さ
れ
て
お
り
、
「
三
十
六
歌
仙
」
と
い
う
題
に
添
え
て
「
右
ハ

本
阿
弥
次
郎
太
郎
所
持
之
手
鑑
也
以
本
阿
弥
栄
次
郎
借
寫
者
也
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
墨

書
に
従
え
ば
、
抱
一
の
時
代
に
は
本
阿
弥
家
に
光
悦
自
筆
の
三
十
六
歌
仙
図
が
伝
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
当
該
作
品
を
確
認
で
き
な
い
現
在
、
光
悦
筆
の
当
否
や
宗
達
画
と
の
関
係
に

つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
江
戸
時
代
後
期
の
江
戸
で
光
悦
筆
と
信
じ
ら
れ

て
い
た
三
十
六
歌
仙
図
が
存
在
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。 

 

続
く
光
甫
に
つ
い
て
、
光
悦
の
孫
で
光
瑳
の
子
で
あ
り
、
空
中
斎
と
号
し
て
陶
器
を
制
作
し

た
と
伝
え
る
。
絵
画
も
光
悦
に
学
ん
で
巧
み
で
あ
っ
た
が
伝
わ
る
作
品
は
極
め
て
ま
れ
で
、
子

孫
に
伝
わ
る
「
藤
蓮
丹
楓
三
幅
」
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
。
光
悦
の
描
い
た
絵
画
作

品
が
確
認
で
き
な
い
以
上
、
光
瑳
が
光
悦
に
学
ん
で
描
い
た
か
を
確
か
め
る
術
は
な
い
が
、
こ

こ
に
い
う
「
藤
蓮
丹
楓
三
幅
」
と
は
、
抱
一
が
模
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
「
藤
蓮
楓
図
」

三
幅
対
（
藤
田
美
術
館
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
谷
文
晁
が
編
集
し
た
『
本
朝
画
纂
』
に
縮

図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

 

本
節
の
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
皇
朝
名
画
拾
彙
』
に
光
琳
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
光
悦
に
よ
る
画
作
を
取
り
上
げ
て
宗
達
と
の
関
係
に
言
及
し
て
お
り
、
『
古
画

備
考
』
や
さ
ら
に
は
明
治
版
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
光
悦
が
「
光
悦
流
」
や
「
尾
形
流
」
の
祖

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
先
蹤
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

  
 

小 

結 

  

本
稿
に
お
い
て
、
前
稿
に
引
き
続
い
て
『
尾
形
流
略
印
譜
』
が
刊
行
さ
れ
た
文
化
十
二
年
以

降
に
編
述
さ
れ
た
諸
本
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
光
琳
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
や

抱
一
が
「
尾
形
流
」
に
含
め
た
絵
師
に
関
す
る
認
識
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
章
の
途
中
で
与
え
ら
れ
た
紙
数
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
本
稿
で
も
言
及
し
た
『
画
乗
要
略
』

（

294
） 

（

295
） 

（

296
） 

（

297
） 
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江戸時代における光琳像(イメージ)の変遷について（下―八） 

 

を
は
じ
め
検
討
す
べ
き
文
献
が
残
さ
れ
て
お
り
、
次
稿
の
考
察
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。 

  
 

註 

 

（
270
）
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い
て
（
上
）
」
「
同
（
中
）
」
「
同
（
下

―
一
）
」
「
同
（
下
―
二
）
」
「
同
（
下
―
三
）
」
「
同
（
下
―
四
）
」
「
同
（
下
―
五
）
」

「
同
（
下
―
六
）
」
「
同
（
下
―
七
）
」
（
『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
第
50
・
52
・
54
・

58
・
61
・
63
・
64
・
66
・
67
輯
（
芸
術
・
保
健
体
育
・
家
政
・
技
術
科
学
編
）
二
〇
〇
一
～

一
八
年
。 

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
章
や
註
、
表
、
図
の
番
号
は
前
稿
を
引
き
継
い
で
い
る
。 

（
271
）
『
増
補
和
漢
書
画
一
覧
』
に
つ
い
て
は
、
「
文
政
二
己
卯
年
孟
夏 

聚
文
堂
蔵
版
」
と 

い
う
刊
記
を
伴
う
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
文
政
二
年
版
に
よ
る
。
な
お
、
同
書
は
翌
年
三
月 

に
尾
州
〈
名
古
屋
〉
勝
村
屋
東
助
、
同
・
藤
屋
宗
助
、
同
・
美
濃
屋
市
兵
衛
、
濃
州
〈
關
〉 

紅
屋
伊
兵
衛
か
ら
再
版
さ
れ
て
い
る
。 

（
272
）
『
増
補
和
漢
書
画
一
覧
』
第
二
一
丁
裏
を
見
る
と
、
祇
南
海
と
伊
孚
九
の
間
に
『
新
撰 

和
漢
書
画
一
覧
』
に
は
見
え
な
い
保
國
、
蘿
井
女
、
元
陳
の
項
を
挿
入
し
て
い
る
が
、
『
新 

撰
和
漢
書
画
一
覧
』
で
は
祇
南
海
の
後
六
行
が
空
白
に
な
っ
て
い
た
部
分
を
利
用
し
た
も
の 

で
あ
る
。 

（
273
）
『
続
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
表
紙
に
貼
ら
れ
た
題
簽
に
は
「
〈
續
篇
〉
書
畫
一
覽
」
、 

内
題
に
は
「
〈
新
續
〉
和
漢
書
畫
一
覽
」
と
記
さ
れ
て
い
る
『
続
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に 

つ
い
て
は
、
「
文
政
五
年
巳
五
月
／
尾
州
〈
名
古
屋
〉
美
濃
屋
市
兵
衛
、
同
・
藤
屋
惣
助
、 

濃
州
〈
關
〉
紅
屋
伊
兵
衛
、
同
州
〈
岐
阜
〉
藤
屋
久
兵
衛
」
と
い
う
刊
記
を
伴
う
京
都
大
学 

附
属
図
書
館
所
蔵
文
政
五
年
版
に
よ
る
。 

（
274
）
『
続
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
凡
例
を
記
し
た
文
隆
園
が
、
文
政
五
年
に
本
書
を
刊
行 

し
た
い
ず
れ
の
書
肆
に
当
た
る
の
か
、
あ
る
い
は
全
く
別
の
書
肆
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

（
275
）
『
続
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
凡
例
の
別
の
項
目
に
も
、
「
此
篇
ニ
撰
ス
ル
所
モ
、
亦 

前
編
ノ
例
ヲ
以
テ
類
聚
シ
且
遺
漏
ヲ
補
フ
ヲ
以
テ
事
ト
ス
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
、
（
中
略
）
但
前
篇 

ノ
志
ヲ
継
テ
後
人
ノ
一
覧
ニ
備
ン
ト
欲
ス
」
と
あ
る
。 

（
276
）
『
新
増
和
漢
書
画
集
覧
』
に
つ
い
て
は
、
「
天
保
六
年
乙
未
正
月
新
刻
／
華
木
舘
蔵
」 

と
い
う
刊
記
を
伴
う
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
天
保
六
年
版
に
よ
る
。
な
お
、
同
書
は
天 

保
十
年
に
増
補
改
正
し
た
と
す
る
版
が
同
じ
く
華
木
舘
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

（
277
）
『
新
増
和
漢
書
画
集
覧
』
が
出
版
さ
れ
た
天
保
六
年
に
天
明
六
年
版
『
新
撰
和
漢
書
画 

一
覧
』
を
増
補
し
た
『
増
補
書
画
一
覧
』
（
表
紙
の
目
次
や
凡
例
に
は
『
新
撰
和
漢
書
画
一 

覧
』
と
記
す
）
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
天
明
六
年
版
か
ら
増
補
し
た
両
書
の
内
容
を
比
べ
て 

み
る
と
、
人
名
や
記
載
内
容
が
一
致
す
る
項
目
も
あ
る
が
異
な
る
項
目
も
多
い
。
現
時
点
に 

お
い
て
は
、
先
後
関
係
も
含
め
て
両
書
の
関
係
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

（
278
）
『
廣
求
大
成
和
漢
書
画
集
覽
』
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
本
に
よ 

る
。
な
お
、
表
紙
裏
の
見
返
し
に
「
書
畫
集
覧 

東
都
書
林 

文
溪
堂
梓
」
と
あ
り
、
文
溪 

堂
・
丁
子
屋
平
兵
衞
が
本
書
出
版
の
中
心
を
担
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

（
279
）
『
〈
書
画
医
家
〉
鑒
定
便
覧
』
三
冊
は
、
例
言
に
「
此
書
前
編
儒
家
の
部
あ
り
次
に
國 

學
哥
人
の
部
を
刻
せ
り
今
此
編
は
画
家
書
家
ま
た
医
家
を
附
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
内
題
に 

記
さ
れ
て
い
る
『
古
今
墨
蹟
鑒
定
便
覧
』
の
画
家
書
家
医
家
之
部
を
な
す
も
の
で
、
本
稿
で 

は
『
近
世
人
名
録
集
成
』
第
四
巻
（
勉
誠
社
、
一
九
七
六
年
）
に
影
印
さ
れ
て
い
る
国
立
国 

会
図
書
館
白
井
文
庫
所
蔵
本
に
よ
っ
た
。
な
お
、
挿
図
に
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ 

れ
る
安
政
二
年
版
を
用
い
た
。 

（
280
）
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
万
寶
全
書
』
全
十
三
巻
十 

三
冊
に
含
ま
れ
て
い
る
「
本
朝
畫
印
傳
」
三
冊
で
も
絵
師
の
伝
記
に
添
え
て
使
用
印
を
掲
載 

す
る
項
目
も
見
ら
れ
る
が
一
部
に
と
ど
ま
る
。 

（
281
）
『
捃
印
補
正
』
と
『
捃
印
補
遺
』
に
つ
い
て
は
、
註
（
270
）
前
掲
の
拙
稿
（
下
―
一
） 

を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
『
捃
印
補
正
』
の
挿
図
に
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ 

る
刊
年
不
明
版
を
、
同
じ
く
『
捃
印
補
遺
』
は
架
蔵
の
文
化
七
年
版
を
用
い
た
。 

（
282
）
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
享
保
元
年
四
月
六
日
ニ
没
ス
五
十
二
歳
」 

と
い
う
光
琳
の
没
年
や
享
年
は
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
『
続
茶
人
花
押
藪
』
を
踏
ま
え
た 

も
の
だ
が
、
没
年
は
正
し
い
も
の
の
月
日
と
享
年
は
誤
っ
て
い
る
。
ま
た
、
享
年
を
五
十
六 

歳
と
す
る
『
鑒
定
便
覧
』
の
記
載
も
正
し
く
な
く
、
正
確
に
は
正
徳
六
年
（
享
保
元
年
）
六 

月
二
日
に
五
十
九
歳
で
光
琳
は
没
し
て
い
る
。 

（
283
）
註
（
270
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
四
）
図
16
。 

（
284
）
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
に
は
、
「
乾
山
〈
緒
方
宗
謙
ノ
仲
子
名
ハ
深
省
通
名
新
三
郎 

初
メ
京
師
ニ
住
ス
後
双
岡
住
ス
其
時
号
シ
テ
尚
古
又
習
静
堂
ト
モ
紫
翠
霊
海
陶
隱
等
ノ
号
ア 

ル
晩
年
江
戸
ニ
住
シ
寛
保
三
年
六
月
二
日
ニ
没
ス
八
十
三
歳
嘗
テ
廣
沢
長
好
ニ
因
テ
和
歌
ヲ 

学
ヒ
又
茶
法
ヲ
瑞
流
宗
佐
ニ
学
フ
又
画
ヲ
善
ス
好
テ
陶
器
ヲ
製
ス
花
様
ヲ
画
キ
讃
詞
ヲ
加
フ 

底
面
乾
山
ノ
両
字
ア
リ
又
日
本
雍
州
乾
山
陶
器
省
造
ル
之
文
字
ヲ
記
ス
世
ニ
乾
山
焼
ト
称 

ス
〉
〔
56
ウ
〕
」
と
あ
る
。 

（
285
）
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
は
、
「
乾
山
〈
尾
形
氏
名
ハ
真
省
、
光
琳
ノ
弟
也
、
洛
西 

鳴
瀧
村
ニ
隱
ル
、
画
ヲ
ヨ
ク
シ
、
又
陶
器
ヲ
作
ル
、
自
ラ
陶
隱
ト
号
ス
、
世
ニ
乾
山
燒
ト
称 

シ
テ
清
玩
ト
ス
〉
」
と
あ
る
。 

（
286
）
註
（
270
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
四
）
。 
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安田篤生 

（
287
）
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
に
は
、
「
始
興
〈
渡
邉
氏
名
ハ
ー
通
名
ハ
求
馬
初
メ
画
ヲ
狩 

野
家
ニ
学
ヒ
後
光
琳
ヲ
師
ト
ス
自
ラ
尚
信
ノ
画
風
ヲ
好
ム
京
師
ノ
人
一
ツ
ニ
禁
闕
ノ
士
一
ツ 

ニ
近
衛
殿
ノ
臣
ト
子
孫
近
頃
迠
ア
リ
〉
」
〔
82
ウ
〕
と
あ
る
。 

（
288
）
『
画
乗
要
略
』
に
は
「
始
興 

渡
邊
始
興
通 

ハ稱
求
馬
平 

ノ安
人
初 

 

ヒ

學
二

狩
野 

 

ニ

氏
一

後
ル
ニ參

 

テ
ス

以
二 

光 
 

ヲ

琳
一

淘
二 

シ汰
二 

 

ヲ

家
一

自 
 

ス

成
二

一 
 

ヲ

派
一

沖
澹
潤
澤 

ニ
ス

檀
二 

ヲ名
於
一 

 

ニ

時
一

余 

テ嘗

 

ル
ニ

觀
二 

ノ其
山 

 

ヲ

水
一 

ト殆
與
二

尚

信
一 

 

フ

爭
レ 

ヲ先
又 

ル
ニ

觀
二

墨
梅
墨 

 

ヲ

松
一 

ク深

 

タ
リ

得
二

光 

ノ琳
筆 

 

ヲ

意
一

應
擧 

ニ常

 

シ
テ

稱
レ 

ヲ之

 
 

ス

爲
二

能 
 

ト

手
一

」
（
上
24
オ
）

と
あ
る
。 

（
289
）
小
林
忠
氏
は
「
渡
辺
始
興
試
論
」
（
『
琳
派
絵
画
全
集
』
光
琳
派
二
、
日
本
経
済
新
聞 

社
、
一
九
八
〇
年
）
に
お
い
て
、
『
鑒
定
便
覧
』
が
伝
え
る
始
興
の
没
年
月
日
が
始
興
の
菩 

提
寺
で
あ
る
西
王
子
の
過
去
帖
に
徴
し
て
も
正
し
く
、
享
年
に
つ
い
て
は
異
説
も
あ
る
も
の 

の
お
そ
ら
く
誤
り
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

（
290
）
註
（
270
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
一
）
。 

（
291
）
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
を
増
補
し
て
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
春
に
刊
行
さ
れ
た
『
本 

朝
古
今
新
増
書
畫
便
覧
』
に
は
芳
中
の
項
が
あ
り
、
「
中
村
氏
号
ハ
ー
ー
京
師
人
大
坂
ニ
住 

ス
光
琳
ノ
風
ヲ
慕
フ
テ
其
骨
ヲ
得
タ
リ
」
と
あ
る
。 

（
292
）
『
万
寶
書
画
全
書
』
（
外
題
は
『
〈
書
画
必
携
〉
名
家
全
書
』
）
の
成
立
に
は
不
明
な

点
が
多
い
。
初
印
本
か
と
思
わ
れ
る
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
本
の
刊
記
を
見
る
と
、

須
原
屋
茂
兵
衞
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
（
東
都
）
の
書
肆
四
軒
、
京
都
（
皇
都
）
の
書
肆
と

し
て
林
芳
兵
衛
と
越
後
屋
治
兵
衞
、
大
坂
（
浪
華
）
の
書
肆
と
し
て
河
内
屋
藤
兵
衛
と
河
内

屋
茂
兵
衛
が
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
末
尾
の
河
内
屋
茂
兵
衛
に
の
み
住
所
が
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
こ
の
書
肆
が
出
版
の
中
心
を
担
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。
書
肆
名
の
前
に
は
「
嘉

永
五
年
子
九
月
新
梓
」
と
刊
年
が
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
序
文
の
末
に
は
「
文
久
紀
年
酉

冬
／
六
十
八
才
／
大
倉
法
橋
識
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
例
言
の
末
尾
に
も
「
文
久
元
年
三
月

／
清
齋
主
人
記
」
と
あ
る
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
遅
れ

る
こ
と
九
年
で
あ
り
、
刊
行
さ
れ
た
後
に
序
や
例
言
が
記
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
実
際

は
文
久
元
年
頃
に
出
版
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
挿
図
に
は
架
蔵
の
刊
年
不
明
版
を

用
い
た
。 

（
293
）
註
（
270
）
前
掲
の
拙
稿
（
下
―
七
）
に
お
い
て
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
古
画
備 

考
』
や
明
治
版
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
光
悦
流
や
尾
形
流
の
絵
師
に
友
禅
を
含
め
て
い
る
。 

そ
の
こ
と
と
、
『
万
寶
書
画
全
書
』
に
お
け
る
友
禅
の
伝
記
記
載
や
位
置
づ
け
と
の
間
に
何 

ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

（
294
）
『
皇
朝
名
画
拾
彙
』
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
文
政
二
年 

版
に
よ
る
。 

（
295
）
「
関
屋
図
屏
風
」
を
納
め
る
箱
に
は
抱
一
の
箱
書
き
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
時
点
で
か
は 

不
明
で
あ
る
が
、
抱
一
も
こ
の
作
品
を
目
に
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。 

（
296
）
『
本
朝
画
纂
』
の
近
衛
家
煕
に
始
ま
る
一
冊
に
、
光
悦
に
続
い
て
光
甫
が
収
め
ら
れ
て 

い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
本
阿
彌
光
甫
始
稱
二

次
郎
三
郎
一

光
瑳
男
〈
光
悦
孫
〉 

 

ス

號
二

空
中
齋
一

嗜
二 

 
 

茶 
 

ヲ

事
一 

 

ス

善
二

書 
 

ヲ

畫
一

其
筆
蹟
尤
少
」
と
い
う
記
載
と
と
も
に
、
落
款
・
印
章
と
光
甫
七
代
の

子
孫
に
伝
来
し
て
い
る
と
い
う
「
楓
図
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

（
297
）
『
皇
朝
名
画
拾
彙
』
に
は
立
圃
の
項
目
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
絵
画
に
つ
い
て
は 

「
逸
脱
」
の
趣
が
あ
る
と
記
す
だ
け
で
、
宗
達
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
指
摘
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
二
〇
一
八
年
九
月
二
十
五
日
受
理
）

図 34 『捃印補正』（ 81 ウ-82 オ）国文学研究資料館 

図 35 『捃印補遺』 

（24 オ-25 オ） 
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江戸時代における光琳像(イメージ)の変遷について（下―八） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 33 『〈書画医家〉鍳定便覧』中巻（ 4 オ-7 ウ ,59 ウ ,66 オ-67 オ）国文学研究資料館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36 『万宝書画全書』巻四（ 72 オ-76 ウ） 
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